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Abstract 

A case of intraosseous meningioma of the skull is reported. A 61-year-old male was 

admitted to our hospital because of a painless mass in the parietal region. 

Craniectomy was performed and histological examination found meningotheliomatous 

memnglOma. 

We describe plain skull radiograph. CT and MR appearances of the 

intraosseous meningioma and discuss the imaging features with review of literature. 

はじめに

骨腫蕩の中で原発性頭蓋骨腫蕩の占める割合は低

い。 その中でもさらにまれな骨原発の髄膜腫を経験し

たので報告する。

症例は61歳、男性。

主訴:右頭頂部腫癌。

症例

既往歴:特記すべきことなし。

現病歴:約6ヵ月前より上記主訴に気づく。 増大傾向に

あったため、 1995年11月当センター脳神経外科を受診

した。

画像所見:頭部単純X線写真では左前頭骨から頭頂骨

にかけ一部対側におよぶわずかな硬化縁を伴う骨融

解性変化を認めた(図1) o CTでは骨破壊を伴う軟部組

織腫癒を認めた(図 2 ) o MRIではTl強調、 T2強調像

ともに脳実質と比しやや低い信号強度を示し、造影Tl

強調像で辺縁を中心とした濃染像を示した (図 3 ) 。

図， . 頭蓋骨単純X線写真

左前頭骨から頭頂骨を中心に一部右側に及ぶ辺縁に硬

化像を伴う骨融解性病変を認める 。

血管造影撮影では中硬膜動脈を栄養血管とするわず

かな濃染を認めた。 骨シンチでは頭蓋骨病変部に強

い集積があったが、他部位の異常集積は認めなかっ

た。
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図 2. CT 骨破壊を伴う腫癌を認める

その他、転移性骨腫蕩を考慮し原発巣検索を行っ

たが、特に原発巣となる病巣はなく 、 原発性骨腫蕩と

して手術が施行された。

手術所見:腫蕩の主座は頭葉骨にあり、硬膜浸潤を伴

っていた。一部静脈浸潤も認められた。 上矢状洞は保

存され、腫蕩摘出が施行された。

病理組織所見: meningotheliomatous meningioma 

の所見が得られた。 腫蕩の主座が骨にあることより骨

原発のmeningiomaと診断された。

考察

頭蓋骨を侵す髄膜腫はintraoss巴ous menm-

gioma1.7息10) • diploic meningioma2), intra-diploic 

meningioma3), extracalvarial meningioma4) 

巴xtracranial meningioma5) などの呼称で報告されて

いる。 前 3者は主として骨'原発の髄膜腫として報告さ

れている。 後 3者は骨原発性の他2次性の髄膜腫も

含まれ報告されている。 Hoyeら 61はectopic

図 3a
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図 3b

図 3c

図 3d

図 3a- d 頭部MRI

T1強調横断像(a)および;'T2強調横断像(b)で・腫癌は軽度の

低信号を呈している 。

造影MRI(c ，d)にて濃染している 。 上矢状洞のflow void 

は{果たれている 。
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meningioma を4タイプに分類している。

すなわち 1 ) 頭蓋内原発髄膜腫の頭蓋への直接侵潤、

2 ) 脳神経鞘より発生し頭蓋外への進展、 3 ) 骨原発髄

膜)盟、 4 ) 頭蓋骨'内髄膜腫からの転移、である。

板間層髄膜腫の発生年齢は40~50歳台に多い傾向

があるが、あらゆる年齢層にわたり、男女比はほぼ同等

である 7)。 組織学的にはmeningotheliomatous タイ

プが半数以上を占め、日broblastic タイプ、 transitional

タイプが次いでみられる 7)。

髄!膜腫は中杯業由来であり、 meningocyte に関連

して発生する腫蕩である。 本来、骨には髄膜関連細胞

は存在せず、骨への迷入説が一般的である。 迷入の

機序として、大きく分けて2つの説がある。 1つは胎生

期の発達過程でなんらかの形で髄膜関連細胞が迷入

し、後に腫傷化するという説である 1)。 しかし、くわしい

機序については不明である。 もう一つの説は出産時、

もしくは外傷時に頭蓋骨縫合線部、外傷部より硬膜が

迷入し、腫蕩化するというものである 8) 。 この説は

腫揚が縫合線近傍に発生していることと、頭部外傷既

往患者の外傷部近傍に発生していることより生じている。

これらの説にもとづくと、本症例では頭部外傷既往歴は

なく、胎生期あるいは出産時での迷入が推定される。

単純X線写真では骨硬化性変化を呈するものと溶骨

性変化を呈するものがみられ、前者の場合がやや多い

7)。 本症例ではi容骨性変化が主体で、あったが、辺縁に

は軽!立の硬化性変化を伴っていた。 骨膜反応に |刻し

ては記載された報告はほとんど認められないが、記載

のあった報告もある9)0 CT所見も単純写真と同様に特

徴的な所見はなく、軟部組織吸収値を呈するものから

石灰化を反映する高吸収値を呈するものまで見られる。

内板、外板の破壊の程度や腫蕩の進展範囲の評価に

は有用であるものの、術前の質的診断は困難である。

MRIに関しての報告はまだ少なく、我々が調べた範囲

ではMRIが施行され、TlおよびT2強調像における腫

蕩の信号強度の記載があったものは数例で、あった。

いずれもT1強調像で等あるいは低信号、 T2強調像で

高信号を呈し、造影MRIでは不均一な濃染を呈してい

た10-12)。 本症例では過去の報告例と異なりT2強調像

で低信号を呈していた。 頭蓋内髄膜腫はT2強調像で

はコラーゲン成分、サモマ体、細胞密度、血管増生の

程度などの違いにより低信号から高信号とさまざまで

あるが、比較的脳実質と近い信号強度を呈することが

多い。 症例を重ねた検討が必要であるが、症例によ

ってはMRIの信号強度が intraosseous meningioma 

の診断のてがかりとなる可能性があると思われる。
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